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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
   Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2022-03-01 No. 139 
 

IEC: 規格解説: IEC 61000-3-2 Ed.5.0 修正 1(2020-07): 高調波電流エミッシ

ョンの限度値(2/2) 
• 「IEC 61000-3-2 Ed.5.0 (2020-07) 修正 1 電磁両立性(EMC)－パート 3 ‐ 2: 限度値 - 高調波電

流エミッションの限度値(機器入力電流：1 相あたり 16A 以下)」の内容、及び 2021-08-27 付発行

の解釈シート(SH1:2021)について紹介する。 
• 1 適用範囲 

ここでは、アーク溶接機器に関しての明確化が行われた、即ち「1 相あたり最大 16 A の定格入

力電流を持つアーク溶接機器は、本文書の範囲に含まれる。他のすべてのアーク溶接機器は、

IEC 60974-1 に規定されるものだけでなく、本文書の範囲から除外される: 
 

UNECE: 車両規制調和世界フォーラム 185 回会合(2021 年 11 月 23-25 日)報
告書(1/3) 

VI. 1958 年協定 
• A. 協定および付属規制の状況 事務局は、ECE/TRANS/WP.29/343/Rev.29 に基づいて、

1958 年協定の状況の最新の更新について世界フォーラムに通知した。 
• C. 国際全車両型式承認（IWVTA）システムの開発 IWVTA に関する IWG の議長である

日本の代表は、国連規制第 0 号 (ECE/TRANS/WP.29/2021/84)の 04 シリーズの改正案（国連規制

とその付属書 4、パート A、セクション I（U-IWVTA の要件のリスト）の定期的な年次更新）

を、提出した。 
 

UNECE: トラックとコーチの緊急ブレーキに対する国連規制が小型車にも

拡張される 
• 衝突被害軽減ブレーキ Advanced Emergency Braking System（AEBS）の使用が拡大される。 
• AEBS を要求する国連規制第 131 号は、2012 年 11 月に採択され、2013 年に欧州連合で新しいト

ラックとコーチに義務付けられた。 
• AEBS は、2019 年 2 月に採択された国連規制第 152 号により、小型車にも拡張され、2022 年 7

月に EU で義務化される予定である。 
 

USA: FCC: 機器認可で用いられる規格の更新を提案: C63.25.1:2018 等 
• FCC は、機器認可規則を更新し、新規および改訂された業界規格を組み込むことを提案した 
•  以下の規格を、参照により組み込む： 

C63.25.1:2018、C63.10:2020、ISO/IEC 17011:2017、及び ISO/IEC 17025:2017 
 

UK: 英国指定規格に関するガイダンスが更新 
• 2022 年 1 月 1 日付けで、英国政府ウェブサイトの指定規格に関するガイダンスが更新され、

「指定のプロセス」中の 3 箇所が変更された。用語「英国法の必須要求事項または必須特性」

が、「英国法の必須要求事項」に変更 
 

経済産業省: 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈及び電気用品の範

囲等の解釈 
• 電気用品の技術上の基準を定める省令の解釈、及び電気用品の範囲等の解釈を一部改正:  

 殺菌灯を有する電気消毒器の安全対策対応、LED ランプの雑音強さの見直し 
 

経済産業省: 家庭用エアコンディショナーの新たな省エネ基準に関する報告

書とりまとめ 
• 令和 4 年 1 月 13 日の審議会を経て、次期省エネ基準については、現行の省エネ基準と比較し、

最大で 34.7%（壁掛形 4.0kW）の改善を見込む。 
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社長の独り言 
 
 
 
 

 
2022 年 2 月 16 日 
濱口 慶一 
 

 
新型コロナウイルスのオミクロン株が日本全国で猛威を振るい、一向に収まる気配がありませんが、

皆様いかがお過ごしでしょうか？弊社の方は、社員の家族への感染はありましたが、現在のところは

社員には特に感染者も出ずに業務を行っています。また、濱口総志副社長を中心に、事業の承継を進

め、4 月を目処に新体制として動けるよう、組織づくりを行っているところです。 
 
業務と並行して昨年 4 月から長岡技術科学大学のシステム安全科で安全を学んでいます。あと少し

課題提出科目を残していますが、卒業に必要な単位を何とか１年で取得できそうです。後は修士論文

の執筆、及び、1 年では講義に出られず単位が取れなかった科目の再チャレンジを計画していますが、

30 単位は何とかとれそうですので、修士論文のみ残りとなりそうです。 
 
ここまで学んできた中で一番 目が点になったのが、“技術者倫理”でした。最近の日本ではあまり倫

理を教育にいれていないのですが、古くは福沢諭吉氏が明治期から口にしていたらしいです。米国で

は“全米専門技術者協会倫理規定”というのがあり、6 項目にわたる技術者の基本的義務の 1 番目に、

“公衆の安全、健康、福利を最優先する”があります（"技術者による実践的工学倫理"、第四版、一般社

団法人近畿化学協会工学倫理研究所 編著、化学同人 出版）。技術者は、世の中に対して公平で公衆

の安全に責任を持つ行動を義務付けられ、米国の技術者もこの倫理規定を順守し、またしないと技術

者としての倫理観を問われる文化があるようです。それゆえ、大企業での公衆に不利益なことを企業

が隠したりすると、技術者が公開するような事態が度々生じていることが理解できました。技術者倫

理については、教授から紹介されたこの書籍でもう少し深堀していきたいと考えています。一方、4 番

目には“雇用主や依頼主に対する義務”があります。機密保持義務や、競業避止義務がこれにあたると

考えています。 
 
お客様から、"若い製品安全技術者が一般社団法人 KEC 関西電子工業振興センター（KEC）様の主

催する iNARTE にチャレンジしたいが、幅広い製品安全規格には少し自信がない"、"コスモスのセミ

ナーなどに業務の都合上中々参加できない"などのお声をいただいたので、近々、少人数での WEB 勉

強会を計画しています。参加者の意気込みも必要ですが、たくさんの合格者が出るように、約 1 年の

計画で進める予定です。私も時には講師として参加させていただきたいと、主催の技術グループにお

願いしています。長岡技術科学大学でブラッシュアップした安全技術に関する知識を受講者の方々に

伝えていきたいと思います。これが故高杉徳和さんからいただいた、濱口塾でも始めなさいという最

後のメッセージへの答えと考えています。 
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Cosmos Corporation is granted the copyright authorization for the reproduction of the Web site information from the 
above listed organizations with the individual condition. Further use, modification, redistribution of the information on 
the Cosmos Newsletter on EMC & Safety is strictly prohibited. 
  
コスモス ニュースレター EMC & 安全 (Cosmos Newsletter on EMC & Safety) 2022-03-01 (No. 139) 

発行所： 株式会社 コスモス・コーポレイション 本社・松阪事業所 

 住所: 〒515-1104 三重県松阪市桂瀬町 718 番地 1 
 ホームページ: https://www.safetyweb.co.jp/ 
発行人： 濱口慶一 

編集人： 倉品光雄  iNARTE 認定 Certified EMC Engineer (EMC-002315-NE) 

© 2022 株式会社コスモス・コーポレイション Cosmos Corporation  

本誌の複製、再配布は電子的なものを含み禁じます。

 ニュースレターの内容 
本誌は、EMC、安全、及び省エネ (EMC, Safety and Energy Conservation ) 分野に係り、世界の主要機関
/地域により実施されかつ電気電子製品デバイスに適合が求められている規格/法規制について、その関
連情報を、お届けいたします。 
重要情報を幅広く調査、収集、かつ、要約して掲載し、当該分野の最新情報、潮流をすばやく捉えるこ
とができるようにいたします。情報源を明示しますので、貴殿の関心により、更に深い調査が可能で
す。 
本誌は各国への技術法規適合製品を試験 認証 開発 管理される部門の方にとり必読の内容です。 
 - 対象機関/地域: IEC 等国際機関、並びに、FCC, UL を含む米国、EU 及び UK, CENELEC, CEN を含
む欧州、その他オセアニア、及び日本を含むアジアの各地域 
- 情報源: カバー対象の機関、地域の Web site、或は情報サービス。又、ご協力のご同意を頂いた日本
国内及び米国・欧州・中国・韓国・台湾などの当該分野権威者から提供された情報。 

 本誌購読のお申し込み方法 
コスモス・コーポレイション CS 部（カスタマーサービス部）まで Yamashita-jun@cosmos-corp.com 
    Tel 0598-30-5225  Fax 0598-30-5571 
- 発行：年間 11 回発行。各号 A4 版、40 ページ前後。 
- 価格：各号 2,000 円 (年間購読の場合 1 年 11,000 円)(消費税込) 

 本誌の内容案内、ご購読案内は、https://www.safetyweb.co.jp/services/other/publication/ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


